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３．共同配送プラットフォーム（都市部）

都市部で成功している「館内物流」モデルで、共同配送による効率化の取組みです。

コンセプト

施設内の物流を単一事業者に集約し、非効率を

解消する都市型・商業施設型のソリューション

仕組み

• 集約：複数の物流会社が納品した荷物を指

定事業者（例：ヤマト）が一括で受け取る

• 仕分/管理：ヤマトが施設内で仕分けと管理

を行う

• テナント配送：核テナントへの最終的な配送

はヤマトが責任をもって行う

ビジネスモデルが成立する要因

要因①：権限の一元化
施設管理会社がプロポーザル等で単一の事業者を

選定。これによりスキームが簡素化。

要因②：経済的合理性
収益構造が明確で、事業として持続可能

• 固定収入：施設管理会社からの「管理業務

委託費」

• 変動収入：他の物流会社からの手数料（従

量課金）

要因③：高密度な物量
限定された「点」（施設）において、経済性を担保

できる十分な物量が集まる
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